
茨城県陶芸美術館 拡大コレクション展  親子で楽しむコレクション 
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プレス・リリース 

2018 年 7 月 21 日（土）−９月 2 日（日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒309-1611 茨城県笠間市笠間2345（笠間芸術の森公園内） 

Tel.0296-70-0011 Fax0296-70-0012  

http://www.tougei.museum.ibk.ed.jp/ 



１ 展覧会タイトル 

親子で楽しむコレクション 胸キュン❤COLORS 窯芸の彩色（カマゲイのいろ） 

 

２ 開催趣旨 

A：簡単にいうと（66 文字） 

   本展は、炎の力によって生み出される芸術である陶芸とガラスの色彩に焦点を当て、楽しくわかりやすく

その魅力に迫る、親子向けの展覧会です。 

 

B：もう少し詳しくいうと（157 文字） 

   本展は、炎の力によって生み出される芸術である陶芸とガラスの色彩に焦点を当て、その魅力に迫る展覧

会です。陶芸やガラスの発色の秘密や、その効果について、作家の意図にも触れながら紹介します。夏休み

の親子向けに、親子茶会や、色に関するワークショップなど、多彩な関連イベントも企画し、全館挙げての

サマーイベントを展開します。 

 

C：詳しくいうと（534 文字） 

   茨城県陶芸美術館では、夏休み中の子どもたちに陶芸作品に親しんでもらうため、平成２４年度より

「親子で楽しむ」というコンセプトの展覧会を開催しています。４回目となる本年は、「窯芸の彩色」と

題して、色をテーマに陶芸作品とガラス作品を展示します。 

   陶芸作品は、窯の中で焼成することで色が変化します。窯変天目や、備前焼の景色などにみられるよう

に、炎の力は作り手自身が驚くような、予想もしない鮮やかな色や模様を生み出すことがあります。ま

た、色ガラスなどに見られる光を透過する涼やかな色彩や、教会の中から見上げるステンドグラスの心を

奪われるような荘厳さは、ガラスの色彩ならではの効果といえるでしょう。 

   本展では、いわゆる窯芸と呼ばれている陶芸とガラス、その表現に見られる豊かな色彩が、作品の魅力

を幾重にも高めていることに着目しました。作家は何を伝えようとしてその色を表現したのか、その色が

どのようにしてつくられたか、その色が作品の中で果たす役割は？などについて紐解き、色の魅力に迫り

ます。 

   会期中には当館で「全国こども陶芸展」が開催されます。併せて開催中の「新収蔵品展」にも、来館し

た子どもたちが足を運んで楽しめるような“しかけ”を設け、全館挙げてのサマーイベントを展開いたしま

す。 

 

３ 展示構成と主な出品作品（予定）  出品総数 約 80 点 

Ⅰ 磁器−ホワイト・レボリューション  (加藤委「サンカクノココロ」、前田昭博「白瓷面取壺) 

  Ⅱ いろ・イロ・色絵ワールド （十四代酒井田柿右衛門「濁手菊文花瓶」、三代德田八十吉「創生」） 

  Ⅲ 茶碗の彩色 （十五代樂吉左衞門「焼貫黒茶碗 青狸」、玉村登陽「萩茶碗」） 

Ⅳ 炎の力でメイクアップ！ (八木一夫「交差する人々」、伊勢﨑淳「備前長壺」、五味謙二「彩土器」）  

  Ⅴ What a ワンダフル・カラーズ  (黒岩達大「緑釉花器」、中田雅巳「SEN」、ワウター・ダム「Yellow」） 

  Ⅵ ガラス−透過する光のキラメキ（藤田喬平「ヴェニス花瓶」、石井康治「汎状文器」、松浦松夫「環礁の楽園」） 

    

４ 会期・会場等 

会期：平成 30 年 7 月 21 日(土)～9 月 2 日(日) 

休館日：毎週月曜日 ただし 8 月 13 日（月）は臨時開館 

開館時間：午前 9 時 30 分−午後 5 時（入場は 4 時 30 分まで） 

会場：茨城県陶芸美術館 地下１階 企画展示室 

 

５ 主催等   

  主催：茨城県陶芸美術館  協賛：筑波銀行  特別協力：茨城県立笠間陶芸大学校 

   

６ 観覧料 

  一般 310(260)円 高齢者(70 歳以上)150(130)円 高大生 260(210)円 小中生 150(120)円 

  ＊（  ）内は 20 名以上の団体料金。障害者手帳、療育手帳をお持ちの方と付き添いの方(ただし 1 人につき

1 人まで)は無料。その他免除規定の詳細は、美術館までお問い合わせください。 

 

 



７ 関連催事等（予定） 

♥オープニングセレモニーとコンサート「おしゃふぁご」 

セレモニーの後、担当学芸員による展示解説を行います。（どなたでもご参加いただけます。） 

また、ファゴット奏者の蛯澤亮氏と、坂本沙織氏（クラリネット）、佐藤亜弓氏（ピアノ）による展覧会コラボレ

ーションコンサートを開催します。 

日時：7 月 21 日（土）セレモニー ９:30～ コンサート 13:00～14:30 

場所：当館１階多目的ホール 

コンサートチケット代：未就学児・小中学生／無料 一般 3000(2500)円 高大生 1500(1000)円 

※（）内は前売り料金。当日の展覧会観覧料を含む。詳細はお問い合わせください。 

 

♥茶室「真理庵」で楽しむ親子茶会 

色をテーマに、マリメッコの布地で彩られた茶室で、親子が互いに点てたお茶とお菓子を気軽に楽しむ茶会です。

（「真理庵」は「マリメッコ・スピリッツ展」に際しマリメッコ監修のもと製作された茶室で、扁額揮毫は不徹斎 千 宗守（茶

道 武者小路千家 第 14 代家元）。） 

日時：7 月 29 日（日）一席目 14:00～／二席目 15:00～ 

場所：当館地下１階 オープンギャラリー 茶室「真理庵」 

対象：小中学生とその保護者（2 名 1 組） 定員：各回 5 組（10 名） 参加費：1000 円（2 名分） 

講師：海老澤宗香氏 申込方法：電話または FAX で事前申込（先着順） 

申込開始日：7 月 10 日（火）午前 9:30～ 

 

♥カラフル絵皿デザインコンテスト 

応募期間：7 月 3 日（火）～7 月 28 日（土） 対象：小中学生  入選者の発表等：7 月 29 日（日） 

※入選した方は、8 月 4 日（土）もしくは 12 日（日）に応募したデザインを本物のお皿に描くことができます。

お皿は後日焼成して表彰式でお渡しします。応募用紙のダウンロードや詳細については、当館ホームページをご

覧ください。 

 

♥ワークショップ❶ 転写紙を使ってカラフル模様の作品を作ろう！ 

様々な色の転写紙をはさみで切って貼り付けて作品をつくります。カップ・小皿・タイルのいずれかを作成し、8

月末に焼成してお渡しします。（来館での引き渡し、もしくは着払発送となります。）  

日時：8 月 11 日（土）午前の部 10:30～／午後の部 14:00～ 

場所：当館地下１階 オープンギャラリー 

対象：小中学生（小学 4 年生以下は保護者の同伴が必要） 

定員：各回 10 名程度   参加費：500 円 

講師：島崎小乙里氏（陶芸作家） 申込方法：電話または FAX で事前申込（先着順） 

申込開始日：7 月 10 日（火）午前 9:30～ 

 

♥ワークショップ❷ キラキラヒンメリで美術館を飾ろう！ 

ストローとセロファンを使って、カラフルなヒンメリ（モビール）をつくり、美術館をキラキラの色の光でいっぱ

いにしましょう。 

開催期間：7 月 21 日（土）から８月 12 日（日）までの土日 13:00～15:00（随時参加可能） 

対象：どなたでもご参加いただけます。 参加費：無料 

 

♥館内ウォークラリー 

館内で配布されているセルフガイドを持って、館内を探検しよう！ 

＊セルフガイドは筑波銀行の協賛により作成しました。会場内で無料で配布します。 

 

♥親子で楽しむギャラリートーク ※展覧会チケットが必要です 

担当学芸員が展覧会をご案内します。7 月 28 日（土）・8 月 26 日（日）13：30～   

 

８ 連絡先 

  茨城県陶芸美術館 〒309-1611 笠間市笠間 2345 番地  TEL.0296-70-0011 / FAX.0296-70-0012 

展覧会担当 学芸課 ：名村実和子 namura.miwako@post.ibk.ed.jp 

広報担当 企画管理課：福家佳奈  kouhou@tougei.museum.ibk.ed.jp 

川嶋秀樹�




■ 出展作品画像   
※下記の作品は広報担当の E-mail アドレス（前頁に記載）までご連絡いただければデータをお送りします。 
 使用の際には作品キャプションを併記してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林 恭助 黒織部茶垸 2015年 作家蔵 藤田喬平 ヴェニス花瓶 2000年頃 当館蔵 

三代德田八十吉 耀三彩壺 

2003年 当館蔵 

中田雅巳 ＳＥＮ 

2014年 当館蔵 

望月美鶴 秘密 2014年 作家蔵 神田樹里 志向 2014年 当館寄託 

藤田喬平 ヴェニス花瓶 

1996年頃 当館蔵 


